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一
、
千
歳
川
放
水
路
計
画

千
歳
川
放
水
路
計
画
は
、
北
海
道
開
発
局
の
策
定
し
た

石
狩
川
治
水
計
画

(
一
九
八
二
年
)
に
お
け
る
諸
対
策
の

一
つ
で
あ
る
。
石
狩
川
に
合
流
し
て
日
本
海
に
流
れ
て
い

た
千
歳
川

の
洪
水
流
を
、
石
狩
川

へ
の
合
流
点
手
前
で
水

門
に
よ
り
締
切
り
、
新
た
に
掘
削
す
る
延
長
四
十
㎞
も
の

巨
大
排
水
路

(幅
三
〇
〇

m
～
四
五
〇

m
)
で
太
平
洋
に

流
す
も
の
で
、
千
歳
川
に
は
洪
水
流
が
三
十
二
㎞
も
逆
流

す
る
こ
と
と
な
る
無
謀
な
計
画
で
あ
る
。

二
、
自
然
環
境

へ
の
影
響

美
々
川

・
ウ
ト
ナ
イ
湖
流
域
は

「北
海
道
自
然
環
境
保

全
指
針
」
で
す
ぐ
れ
た
自
然
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

日
本
野
鳥
の
会
の
バ
ー
ド
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
や
、
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
の
登
録
指
定
地
が
あ
る
。

放
水
路
の
建
設
に
よ

っ
て
地
下
水
脈
が
断
ち
切
ら
れ
る

た
め
に
、
美
々
川

・
ウ
ト
ナ
イ
湖
の
水
源
で
あ
る
無
数
の

湧
水
が
枯
渇
し
、
貴
重
な
原
生
的
自
然
景
観
と
そ
の
生
態

系
が
破
壊
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

開
発
局
の
保
全
対
策
案
は
単
な
る
思
い
付
き
の
域
を
出

な
い
。
美
々
川
に
水
を
補
給
す
る
だ
け
で
は
生
態
系
は
維

持

で
き
ず
、
美
々
川

・
ウ
ト
ナ
イ
湖
の
水
が
千
歳
川
放
水

路

へ
抜
け
る
こ
と
も
防
げ
な
い
。
放
水
路
両
岸

に
止
水
壁

を
設
置
し
て
も
現
実
に
放
水
路

へ
の
漏
水
を
防
げ
な
い
し
、

地
下
水
位

の
変
化
が
生
態
系

へ
及
ぼ
す
影
響
な
ど
不
明
な

問
題
が
多

い
。

三
、
千
歳
川
の
危
険
な
逆
流

軟
弱
地
盤

で
の
堤
防

の
強
化
は
時
間
を
か
け
れ
ば
十
分

に
安
定
さ
せ
得
る
も
の
で
、
様
々
な
工
法
が
開
発
さ
れ
施

工
さ
れ
て
い
る
。

開
発
局
は
千
歳
川
の
堤
防
の
強
化
は
泥
炭
層

の
軟
弱
地

盤
の
た
め
現
状

で
限
界
と
強
弁
し
て
い
る
が
、

一
方
で
は

軟
弱
地
盤
を
流
れ
る
川
を
長
区
間
に
渡
っ
て
順
流
と
逆
流
、

と
も
に
併
用
す
る
と
い
う
危
険
を
冒
す
な
ど
、
著
し
い
矛

盾
ぶ
り
で
あ
る
。

河
川
事
業
は
経
験
工
学
で
あ
り
、
逆
流
が
ど
ん
な
危
険

な
事
態
を
引
き
起
こ
す
か
予
測
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
考

え
る
な
ら
ば
、
計
画
は
あ
ま
り
に
も
安
易
に
過
ぎ
、
自
然

の
摂
理
に
反
し
著
し
く
合
理
性
を
欠
い
て
い
る
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

た
と
え
ば
漁
川
、
島
松
川
な
ど
の
合
流
点
や
本
川
に
お

け
る
流
入
土
砂
、
掃
流

・
洗
堀
、
洪
水
流
の
流
れ
、
長
周

期
波
動
の
水
位
の
変
化
、
こ
れ
ら
に
影
響
さ
れ
る
河
床
の

変
移
、
乱
流
の
態
様
な
ど
、
模
型
実
験
に
よ
る
解
析
は
相

似
形
の
設
定
す
ら
困
難
で
あ
る
。

四
、
千
歳
川
放
水
路
に
起
因
す
る
水
害

放
水
路
計
画
は
そ
の
杜
撰
さ
か
ら
見
て

「巨
大
排
水
路

が
あ
れ
ば
水
捌
け
が
よ
く
な
る
」
と
の
単
純
な
発
想
か
ら

始
ま

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
放
水
路
は
緩
流
で

あ
る
か
ら
宣
伝
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
に
は
効
果
が
な
く
、
し

か
も
放
水
路
の
堤
防

に
よ
る
新
た
な
内
水
氾
濫
が
発
生
す

る
。千

歳
川
は

一
〇
〇
年
確
率

(
一
〇
〇
年
に

一
度
)
の
洪

水
対
策

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
上
回
る
洪
水
が
発
生
し
た

場
合

に
は
、
放
水
路
で
は
対
応

で
き
ず
水
害
の
発
生
は
絶

対
避
け
ら
れ
な
い
。
石
狩
川
は

一
五
〇
年
確
率
で
あ
る
が

同
じ
こ
と
が
い
え
る
。

こ
の
場
合
、
千
歳
川
の
堤
防
が
現
状
の
ま
ま
な
ら
ば
、

洪
水

の
溢
流
に
よ

っ
て
堤
防
が
決
壊
す
る
恐
れ
が
あ
り
、

そ
の
場
合
は
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る
。
放
水
路
沿
い
の

地
域

に
は
溢
流
に
よ
る
新
た
な
水
害
が
発
生
す
る
。

自
己
流
域
内

で
の
対
策
が
不
十
分
の
ま
ま
、
他
の
流
域
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に
新
た
な
水
害
を
発
生
せ
し
め
る
計
画
で
は
、
治
水
と
呼

ぶ
に
値
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

放
水
路
の
た
め
に
締
切
水
門
、
呑
口
水
門
、
潮
止
堰
の

三
門
の
操
作
が
必
要

に
な
る
が
、
誤
操
作
や
誤
動
作

に
起

因
す
る
水
害
や
事
故

の
発
生
が
避
け
ら
れ
ず
、

一
〇
〇
年

確
率
の
洪
水
の
発
生
よ
り
も
高
い
確
率

で
、
新
た
な
危
険

性
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

五
、
千
歳
川
放
水
路
に
起
因
す
る
漁
業
被
害

九
十
二
年
八
月
、
胆
振

・
旦
局
地
方
を
襲

っ
た
集
中
豪

雨
に
よ
る
洪
水
が
流
出
せ
し
め
た
、
大
量
の
土
砂
に
よ
る

甚
大
な
漁
業
被
害

の
発
生
は
、
千
歳
川
放
水
路
か
ら
の
大

量
の
土
砂
を
含
む
洪
水
放
流
が
こ
れ
ら
に
加

わ

っ
た
場
合

の
、
致
命
的
な
漁
業
被
害
の
発
生
を
実
証
す
る
も
の
で
あ

っ

た
。江

差
町
前
浜

で
も
、
九
十
五
年
夏

の
大
雨

に
よ
る
河
川

か
ら
の
土
砂
の
流
れ
込
み
で
、
ウ

ニ
・
ア
ワ
ビ
漁

に
深
刻

な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

河
川
流
域

の
森
林
伐
採
や
開
発
行
為
が
、

こ
う
し
た
土

砂
流
出

の
主
要
な
原
因
で
あ
る
こ
と
は
歴
史
的

に
も
明
白

な
事
実

で
あ
る
が
、
定
量
化
が
難
し
い
こ
と
に
付
け
込
み

「異
常
な
豪
雨
が
原
因
」
な
ど
と
検
証

の
困
難
な
も
の
に

責
任
を
転
嫁
す
る
、
よ

っ
て
依
然
と
し
て
各
地

で
の
自
然

破
壊
行
為
に
よ
る
土
砂
流
出

の
被
害
が
後
を
絶
た
な
い
。

ダ
ム
に
よ

っ
て
は
大
量
に
堆
積
し
た
土
砂
を
、
排
砂
門

に
よ
り
洪
水
流
を
利
用
し
て
排
砂
す
る
が
、
放
流
水
門
か

ら
も
堆
積
し
た
土
砂
が
流
出
す
る
。
公
害
を
発
生
せ
し
め

る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
凌
深
し
て
運
び
出
し

て
い
る
が
、

そ
の
運
用
実
態
は
不
明
で
あ
る
。

六
、
千
歳
川
放
水
路
に
起
因
す
る
込87害

冷
害
の
元
凶
で
あ
る
オ
ホ
ー
ッ
ク
海
高
気
圧
か
ら
の
冷

気
の
吹
き
出
し
や
、
台
風
に
よ
る
暴
風
雨
な
ど
が
勇
払
沖

か
ら
放
水
路
に
沿

っ
て
内
陸
部
に
吹
き
込
ん
で
く
る
。

障
害
物

の
な
い
放
水
路
上
は
風
速
が
早
く
な
る
た
め
、

風
を
収
敏
さ
せ
上
空
の
寒
気
を
引
き
込
む
作
用
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
影
響
は
、
放
水
路

に
沿
わ
せ
た
防
風
林
で
防

ぎ
得
る
よ
う
な
小
規
模
な
も
の
と
は
考
え
に
く
く
、
僅
か

な
気
温

の
低
下
が
冷
害
に
つ
な
が
る
安
平
川
、
千
歳
川
流

域

で
は
、
放
水
路
は
極
め
て
危
険

で
あ
る
。

放
水
路
と
は
関
係
な
い
が
、
石
狩

・
勇
払
低
地
帯
は
厳

し
い
気
象
の
通
り
道
な
の
で
、
東
西
の
方
向
に
緑
地
帯
を

兼
ね
た
複
数

の
防
風
林
を
設
置
す
れ
ば
、
良
好
な
農
業
環

境
や
生
活
環
境
が
生
ま
れ
る
。
幅
二
〇
〇

m
の
設
計
な
ら

防
風
林
は
後
継
樹
が
更
新
し
て
自
然
に
維
持

で
き
、
後
世

に
感
謝
さ
れ
る
こ
と
間
違
い
な
い
。

開
発
局

の
マ
ス
コ
ン
モ
デ
ル
の
数
値

シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
、
農
作
物

へ
の
影
響
解
析
で
は
甘
く
見
積
も

っ
て
も

気
温
で
二
～
三
度

の
精
度

で
し
か
な
く
、
し
か
も
実
際
と

は
あ
ま
り
合
致
し
な
い
の
が
常
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

○

・
一
～
○

・
二
度
低
下
す
る
と
の
予
測
は
不
確
実

で
信

愚
性
に
乏
し
い
。

一
般
に
モ
デ
ル
式

に
よ
る
事
象
の
解
析
に
お
い
て
は
、

実
際
の
現
象
と
掛
け
離
れ
た
結
果
が
生
じ
易
い
の
で
、
モ

デ
ル
式
の
手
法
に
全
面
的
に
依
存
す
る
の
は
極
あ

て
危
険

で
あ
る
。
こ
れ
は
不
等
流
計
算
や
貯
留
関
数
法
、
河
床
変

動
計
算
な
ど
に
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。

七
、
千
歳
川
流
域
の
水
害
と
治
水
の
あ
り
方

地
域
の
土
地
利
用
の
形
態
に
は
歴
史
が
あ
る
。
水
害
の

発
生
頻
度
が
高
く
受
忍
限
度
を
超
え
る
地
域
は
農
地
に
利

用
で
き
ず
人
も
定
住
し
な
い
の
で
、
通
常
は
洪
水
防
御
の

対
象
外
と
な
る
。

国
の
減
反
政
策
に
よ
り
低
地
の
水
田
を
畑
に
転
作
す
れ

ば
、
水
害
の
負
担
は
大
き
な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
し
、
昔

の
沼
地
や
湿
地
が
河
川
改
修
や
排
水
路
に
よ
っ
て
干
上
が
っ

た
所
を
畑
で
利
用
す
れ
ば
、
毎
年
の
よ
う
に
水
害
に
見
舞

わ
れ
て
も
お
か
し
く
は
な
く
、
こ
れ
は
受
忍
限
度
を
超
え

る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
水
害
地

で
は
今
ま
で
ど
う
生
活
し
て
き
た

の
か
、
放
水
路
は
完
成
ま
で
に
二
十
年
以
上
か
か
る
が
、

そ
の
間
を
ど
う
生
活
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
普
通
に
考
え

て
土
地
利
用
に
無
理
が
あ
る
と
思
う
の
だ
が
。

長
良
川
河
口
堰
反
対
派
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
長
島
町
で

は
沼
や
池
や
川
筋
だ

っ
た
所
の
恐
ろ
し
い
住
宅
地
の
増
加
、

そ
の
上
流

で
は
流
域
の
森
林
伐
採
に
よ
る
ゴ
ル
フ
場

・
ス

キ
ー
場

・
別
荘
地

・
農
地
等
の
開
発
、
低
湿
地

(遊
水
地
)

や
浸
水
常
襲
地
帯
で
の
宅
地

・
商
工
業
団
地
の
開
発
、
水

田
の
減
少
、
と
い
っ
た
土
地
利
用
の
進
行
が
内
水
氾
濫
の

拡
大
の
原
因
と
分
か

っ
た
。

こ
れ
ら
調
査

の
結
果
か
ら
、
緊
急
の
治
水
対
策
は
堤
防

の
強
化
、
流
域

の
土
地
利
用
計
画
の
見
直
し
、
と
の
結
論

に
達
し

て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
千
歳
川
流
域
に
も
共
通
す
る
問
題
で
、
河

川
事
業
に
期
待
さ
れ
る
課
題
は
多
く
、
河
川
工
学
の
土
木

技
術
計
算
の
み
に
偏
重

・
依
存
し
た
治
水
計
画
で
は
対
応

不
可
能
で
あ
る
。

千
歳
川
流
域
の
住
民
が
放
水
路

に
賛
成
な
の
は
、
開
発

局
の

「千
歳
川
放
水
路
が
唯

一
の
治
水
対
策
」
と
の
説
明

を
信
用
し
た
た
め
で
、
苫
小
牧
な
ど
の
住
民
と
紛
争
が
起

き
れ
ば
、
そ
の
元
凶
は
開
発
局
で
あ
る
。

全
国
的
に
み
て
も
千
歳
川
や
千
歳
川
流
域
は
決
し
て
特

殊
な
川
、
特
殊
な
地
域
で
は
な
く
、
も

っ
と
条
件
の
悪
い

地
域
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
こ
で
は
反
対
派
が
提
案
し
て

い
る
、
ご
く
常
識
的
な
治
水
対
策
を
採
用
し
て
い
る
。
特

殊
な
の
は
千
歳
川
放
水
路
で
世
界
的
に
見

て
も
類
例
が
な
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い
。開

発
局
の
代
替
案
潰
し
の
無
茶
苦
茶
な
検
討
結
果
を
み

る
と
、
放
水
路
を
中
止
し
た
場
合
の
開
発
局

の
治
水
対
策

が
心
配
で
あ
る
。
面
子
上
い
く
道
が
見
付
か
ら
ず
に
破
れ

か
ぶ
れ
に
な
ら
な
け
れ
ば
よ
い
が
。

溢
流
し
て
も
決
壊
し
な
い
幅
の
広
い
高
規
格
堤
防

(
ス
ー

パ
ー
堤
防
)
に
改
修
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
治
水
対
策

の

一
つ
で
あ
る
。
堤
防
の
上
は
幹
線
道
路
と
し
て
利
用
す

れ
ば

一
石
二
鳥
と
な
る
。

提
案
し
て
き
た
主
な
代
替
案
は
、
洪
水
量

(基
本
高
水

流
量
)

一
八
、
○
○
O
t
/

s
の
見
直
し
と

石
狩
川
河
口
部
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト

(全
国
の
主
要

河
川
は
完
了
)

石
狩
川
の
凌
深

・
掘
削
に
よ
る
河
道
の
拡
幅

千
歳
川
合
流
点
の
改
修

千
歳
川
の
改
修

(河
道
の
凌
深

・
掘
削
、
高
規
格
堤

防
)

遊
水
地
と
遊
水
地
域
の
設
定

上
流

で
は
森
林
開
発
を
抑
制
し
水
源
酒
養
林
を
整
備
す

る
費
用
は
下
流
の
者
が
負
担
す
る
、
下
流

で
は
遊
水
地

・

湿
地
を
維
持
し
上
流
に
ダ
ム
を
要
求
し
な
い
な
ど
、
自
己

流
域
内
で
の
譲
り
合
い
と
協
力
に
よ

っ
て
、
他
流
域
に
犠

牲
を
強
い
る
よ
り
は
円
滑
に
、
整
合
性
の
と

れ
た
治
水
対

策
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

九
十
五
年
三
月
、
建
設
省
河
川
審
議
会
で
は
今
後
の
河

川
環
境
の
あ
り
方
に
つ
い
て
答
申
、
こ
こ
で
は
生
態
系

・

親
水
性

・
河
川
景
観
等
、
多
自
然
型
川
づ
く

り
、
合
理
的

な
合
意
の
形
成
な
ど
を
重
視
し
、
住
民

・
地
方
公
共
団
体

・

関
連
す
る
他
行
政
等
の
連
携
、
協
調
と
、
生
物
学

・
心
理

学

・
文
化
人
類
学

・
地
理
学

・
歴
史
学

・
民
俗
学

・
都
市

計
画
学

・
河
川
工
学

・
農
業
水
利
学

・
林
学

・
景
観
学
等

の
専
門
家
の
協
力
に
よ
っ
て
河
川
環
境
に
係
わ
る
施
策
に

活
か
す
べ
し
、
と
し
て
い
る
。

投
資
効
果
を
検
証
す
る
経
済
学
の
追
加
を
条
件
に
、
基

本
的
に
は
歓
迎
し
た
い
が
、

治
水
事
業
を
歪
め
て
い
る

「過
大
な
洪
水
量
の
設
定
か
ら
く
る
疎
外
要
因
」
が
あ

っ

て
、
こ
れ
を
ま
ず
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

(参
照

十
、

ダ
ム
の
問
題
)

八
、
遊
水
地
と
遊
水
地
域
の
設
定

堤
防
沿
い
の
地
域
で
は
、
本
流
の
水
は
河
道

に
流
し
、

内
水
氾
濫
水
を
遊
水
地
に
入
れ
る
の
が
基
本
だ
が
、
超
過

洪
水

(計
画
を
上
回
る
洪
水
)
の
場
合
は
堤
防
か
ら
の
溢

流
を
遊
水
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

遊
水
地
の
形
態
や
運
用
に
は
種
々
の
も
の
が
あ
る
が
、

た
と
え
ば
水
田
等
を
遊
水
地
と
し
て
使
用
し
遊
水
地
使
用

料
を
支
払
う
も
の
で
あ
る
。
住
宅
地

に
つ
い
て
は
土
台
の

か
さ
上
げ
を
し
遊
水
地
域
と
し
て
運
用
す
る
。

こ
れ
ら
は
、
総
合
治
水
対
策
と
し
て
極
め
て
重
要

で
あ

る
。河

川
に
は
本
来
遊
水
効
果
が
備
わ

っ
て
い
る
。
洪
水

で

水
位
が
上
昇
す
れ
ば
、
水
を
貯
留
し
た
と
同
じ
効
果
が
あ

る
。
上
流
や
支
流
な
ど
の
未
改
修
区
間

で
は
、
水
位
が
上

昇
す
れ
ば
氾
濫
域
が
広
が
る
た
め
、
よ
り
遊
水
効
果
が
大

き
く
な
る
。
む
や
み
に
河
川
改
修
す
れ
ば
、
下
流
の
洪
水

負
担
が
増
大
す
る
の
で
あ
る
。

九
、
河
川
砂
防
技
術
基
準
の
運
用

技
術
基
準
の
策
定

に
あ
た

っ
て
、

「河
川
に
は
そ
れ
ぞ

れ
に
個
性
が
あ
り
歴
史
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
無
視
し
て
画

一
的
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
強

い

意
見
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
流
出
計
算
手
法
に
つ
い
て
も
同

様
の
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

洪
水
量
の
策
定
は
貯
留
関
数
法
と
い
う
流
出
計
算

モ
デ

ル
に
よ

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
実
績
か
ら
大
き
く
掛
け
離

れ
た
結
果
が
で
た
場
合
に
、
降
雨
パ
タ
ー
ン
に
手
を
加
え

て
調
整

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
に
な

っ
て
い
る
。
石
狩
川

の
洪
水
量

(
一
八
、
○
○
O
t
/

s
)
が
過
大
に
な

っ
た

の
は
、

こ
の
仕
組
み
を
恣
意
的

・
独
善
的
に
適
用
し
た
た

め
で
あ
る
。

数
種
類

の
試
算
結
果
か
ら
最
大
の
値
を
採
用
し
た
も
の

で

「
よ
り
安
全

に
な
る
」
の
だ
か
ら
喜
べ
と
い
う
の
だ
が
、

洪
水
量
を
大
き
く
す
る
に
従

っ
て
、
治
水
事
業
が
も
た
ら

す
自
然
環
境

の
破
壊
や
社
会
的
負
担
が
増
大
し
、
受
忍
限

度
を
超
え
る
よ
う
に
な
る
。
全
国
各
地
で
治
水

・
利
水
計

画
に
よ
る
紛
争
が
起
き
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

河
道
の
凌
深

・
掘
削
に
よ
る
河
道
の
拡
幅

(低
水
路
幅

六
〇
〇

m
)
は
土
砂
が
大
量
に
堆
積
す
る
の
で
無
理
と
し

て
い
る
。

こ
の
根
拠
の
川
床
変
動
計
算
に
よ
る
安
定
河
道

理
論
に
も
疑
問
が
あ
る
。

河
道
は
洪
水
時
に
掃
流

・
洗
堀
さ
れ
て
断
面
積
が
拡
大

し
、
洪
水
末
期
や
平
水
時
に
は
逆

に
土
砂
が
堆
積
し
て
断

面
積
を
縮
小
さ
せ
る
。

つ
ま
り
洪
水
に
よ

っ
て
不
連
続
な

現
象
が
繰
り
返
さ
れ
る
た
め
、

一
五
〇
年
間
の
安
定
河
道

と
は
有
り
得
な
い
こ
と
で
、
具
体
的
に
何
を
定
義
し
て
い

る
の
か
不
明

で
あ
る
。

川
床
変
動
計
算
は
川
床

の
砂
を
採
取
し
て
、
そ
の
粒
径

と
川
床
変
動
と
の
関
数
関
係
を

モ
デ
ル
式
で
表
し
た
も
の

だ
が
、

つ
ま
り
原
理
は
連
続
性
を
前
提
に
し
て
い
る
の
で

不
連
続
な
現
象

に
も
適
用
で
き
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

計
算
に
使

っ
た
デ
ー
タ
は
ま
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

十
、
ダ
ム
の
問
題

「ダ
ム
神
話
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
ダ

ム
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教
信
者
に
対
す
る
侮
蔑
の
言
葉
で
あ
ろ
う
。

二
十
年
ほ
ど

発
電
所
の
運
用
計
画
に
携
わ

っ
て
き
た
が
、

ダ
ム
が
治
水

に
役
立

っ
た
と
思

っ
た
こ
と
が
な
い
。
ダ

ム
は
超
過
洪
水

に
な
る
と
、
洪
水
調
整
力
が
零
と
な
る
た
め
満
水
の
状
態

と
な

っ
て
、
ダ
ム
へ
の
流
入
量
を
未
調
整
の
ま
ま
放
流
す

る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
た
め
ダ
ム
の
分
担
し
て
い
る
洪
水
調
整
量
が
多
い

ほ
ど
、
下
流
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

こ
の
不
連
続
性
が
ダ
ム
の
恐
ろ
し
さ
で
あ
る
。

対
策
と
し
て
は
ダ
ム
が
無
い
も
の
と
し
て
治
水
す
る
し

か
な
く
、

つ
ま
り
ダ
ム
の
存
在
理
由
は
な
い
。

ダ

ム
へ
の
流
入
量
が
急
激
に
増
加
し
た
場
合
に
、
ダ
ム

放
流
の
増
加
が
間
に
合
わ
な
い
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
実
際

に
は
満
水
の
状
態
に
せ
ず
水
位
を
少
し
下
げ

て
運
用
す
る

だ
ろ
う
が
、
ダ
ム
湖
面
が
波
立

っ
て
い
て
正
確
な
水
位
が

つ
か
め
な
い
場
合
、
放
流
が
流
入
量
以
上

の
過
放
流
に
な

る
場
合
が
あ
る
。

徳
島
県
那
珂
川
の
長
安
ロ
ダ
ム
の
放
流
が
原
因
で
、
下

流
の
鷲
敷
町
に
水
害
を
発
生
さ
せ
た
の
は
、

こ
の
過
放
流

だ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

ダ
ム
の
運
用
で
、
流
入
量
が
増
加
中
は
貯
水
せ
ず
に
そ

の
ま
ま
放
流
し
、
雨
が
止
み
、
流
入
量
が
減

っ
て
き
て
か

ら
放
流
を
減
ら
し
て
貯
水
し
ダ
ム
水
位
を
上
限
ま
で
上
げ

れ
ば
、
こ
れ
は
全
く
洪
水
調
整
を
し
て
い
な

い
の
だ
が
、

集
計
値
の
数
字
か
ら
で
は
非
常

に
良
く
洪
水
調
整
し
た
と

見
え
る
。

こ
れ
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
に
は
、
正
時
毎
に
記
録
し
て
い

る
ダ
ム
の
流
入
量
、
流
出
量

(ゲ
ー
ト
放
流
量
+
発
電
使

用
水
量
)、
ダ
ム
水
位
、
降
雨
量
な
ど

の
調
査
が
必
要

で

あ
る
。

ダ
ム
は
環
境
破
壊
、
海
岸
浸
蝕
、
集
落
と

そ
の
歴
史

・

文
化

・
農
地
の
水
没
、
ダ
ム
に
よ
る
水
害
、
ダ
ム
の
老
朽

化

に
よ
る
決
壊
の
危
険
、
堆
砂

に
よ
る
大
量
の
廃
ダ
ム
、

著
し
く
低
い
投
資
効
果
、
地
域

の
衰
退

・
崩
壊
な
ど
、
有

害
無
益
な
面
が
多
く
、
後
世
に
膨
大
な
損
害
を
与
え
る
こ

と
が
必
至
で
あ
る
。

九
十
四
年
、
米
国
開
墾
局
総
裁
ダ

ニ
エ
ル

・
ビ
ア
ー
ド

氏
は
、
公
式
の
場
で
度
々

「
米
国
に
置
け
る
ダ
ム
開
発
の

時
代
は
終
わ

っ
た
」
と
発
言
し
て
い
る
。
そ
の
理
由

に
は

日
本
で
の
問
題
と
共
通
す
る
部
分
が
多
い
。

「多
自
然
型
川
づ
く
り
」
を
進
め
て
き
た
元
河
川
環
境

対
策
室
長
、
故
関
正
和
氏
の
著
書

「大
地
の
川
」
に
よ
れ

ば
、
国
内
の
大
河
川
の
治
水
工
事
は
三
十
～
四
十
年
確
率

で
の
整
備
率
が
六
十
%
で
あ
る
。

大
熊
孝
氏
は
、

著
書

「洪
水
と
治
水
の
河
川
史
」
の
な
か

で
、
せ
い
ぜ
い
七
十

～
八
十
年
確
率
程
度
を
目
標
に
す
る
の
が
現
実
的
で
は
な

い
か
と
述
べ
て
い
る
。

で
は
な
ぜ
治
水
計
画
で

一
五
〇
年
確
率
、
二
〇
〇
年
確

率
と
の
発
想
が
出
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

過
大
な
洪
水
量
を
策
定
す
れ
ば
、
河
道
で
全
量
は
流
せ

な
い
の
で
、
ダ
ム
の
必
要
な
理
由
が
で
き
る
。
そ
れ
が

一

つ
の
狙
い
で
あ
ろ
う
。
高
度
経
済
成
長
の
こ
ろ
か
ら
有
史

以
来
の
ダ
ム
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
に
な

っ
て
い
る
。
消
費
税
を

値
上
げ
し
て
ま
で
、
こ
の
無
駄
を
続
け
ら
れ
る
か
。

過
度
な
河
川
改
修
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
も
河
道

に
限

界
ま
で
流
そ
う
と
す
る
設
計

の
た
め
で

「
多
自
然
型
川
づ

く
り
」
の
足
枷
と
な

っ
て
い
る
。

河
川
審
議
会
で
は
総
合
治
水
対
策
や
超
過
洪
水
対
策

に

つ
い
て
答
申
し
て
い
る
が
、
建
設
省
は
そ
の
目
的
を
歪
め

て
利
用
し
て
い
る
。

こ
れ
を
見
直
さ
な
い
か
ぎ
り
河
川
行

政

へ
の
住
民
の
支
持
は
得
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

十

一
、
千
歳
川
放
水
路
計
画
を
取
り
巻
く
諸
状
況

開
発
局

「千
歳
川
放
水
路
計
画
に
関
す
る
技
術
報
告
」

(平
成
六
年
七
月
)
に
よ
っ
て
放
水
路
計
画
の
策
定
根
拠

が
新
た
に
公
表
さ
れ
た
。

九
十
四
年
、
北
海
道
指
導
漁
連
、
全
道
漁
業
組
合
長
会

議
が
千
歳
川
放
水
路
計
画
反
対
を
決
議
。

五
十
嵐
広
三
氏
が
建
設
大
臣
の
時
に
設
置
を
約
束
し
た

「
事
業
官
庁
か
ら
完
全
に
独
立
し
た
第
三
者
に
よ
る
公
共

事
業
の
見
直
し
機
関
」
は
実
質
的
に

「事
業
者
に
よ
る
見

直
し
機
関
」
に
す
り
変
わ

っ
て
し
ま

っ
た
。

北
海
道
で
は
九
十
五
年
九
月
に
沙
流
川
総
合
開
発
事
業

審
議
委
員
会
が
発
足
、
委
員
は
知
事
の
推
薦
で
開
発
局
長

が
委
嘱
、
委
員
は
事
業
推
進
の
立
場
の
も
の
が
大
半
で
全

く
無
意
味
、
委
員
会
も
九
十
六
年

一
月
に
初
あ
て
マ
ス
コ

ミ
に
限

っ
て
公
開
、
二
月

に
開
か
れ
る
公
聴
会
の
公
述
人

も
沙
流
川
流
域
の
三
町
の
住
民
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

九
十
五
年
、
建
設
省
の

「大
規
模
公
共
事
業

に
関
す
る

総
合
的
な
評
価
方
策
検
討
委
員
会
」
は

「大
規
模
放
水
路

事
業
を
新
た
に
都
市
計
画
決
定
の
実
施
対
象
に
含
め
る
」

と
し
た
。
千
歳
川
放
水
路
が
対
象
で
あ
る
。
手
続
き
に
あ

る
都
市
計
画
地
方
審
議
会
を
第
三
者
機
関
と
み
な
し
て
い

る
が

「見
直
し
公
共
事
業
」
の
対
象
か
ら
外
す
な
ど
が
狙

い
と
思
わ
れ
る
。
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